
事業番号 １５０

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　         (環境省)

予算事業名 生物多様性センター維持運営費
事業開始
年度

平成１０年度 作成責任者

担当部局庁 自然環境局 担当課室 生物多様性センター センター長　水谷知生

会計区分 一般会計 上位政策 生物多様性の保全と自然との共生の推進

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

生物多様性基本法第２２条、第２４条
環境省組織規則第２１条

関係する計
画、通知等

第３次生物多様性国家戦略

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

　生物多様性国家戦略を受け、我が国の自然環境に関する情報の収集・提供の拠点として生物多様性の保全に貢献
するため平成１０年度に設立された生物多様性センターの運営等に必要な経費。

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

①自然環境保全基礎調査等で蓄積された資料及び動植物標本の収集・保管。
②生物多様性情報の整備・提供。
③自然環境・生物多様性に関する資料の公開及び生物多様性の保全に関する普及啓発。

実施状況

①自然環境保全基礎調査等で蓄積された資料及び動植物標本の収集・保管を効果的に実施するため、資料・標本の
購入、及び保管場所の維持管理業務等を実施した。
②生物多様性情報の整備・提供を効果的に実施するため、提供システム運営に必要な通信運搬費の支払、及びサー
バー等機器類設置場所の維持管理業務等を実施した。
③自然環境・生物多様性に関する資料の公開及び生物多様性の保全に関する普及啓発を効果的に実施するため、夏
季期間の休日・祝日における展示施設の開館、普及啓発業務、及び展示場所の維持管理業務等を実施した。
　また、上記業務を効率的に実施するため、派遣職員・非常勤職員の雇用、老朽化した施設の修繕、必要となる消耗
品・備品の購入、各施設の清掃業務、光熱水料の支払、本省・関係機関との連絡調整に必要な通信運搬費・旅費の支
出、及び職員用住宅の借上等を実施した。

予算の状況
（単位:百万円）

19年度 20年度 21年度 22年度

執行額 74 75 72

23年度要求

予算額(補正後） 76 76 75 72 71

執行率 97% 99% 96%

総事業費(執行ベース) 74 75 72

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

本業務の大部分についてはそれぞれ請負契約に基づき実施しており、請負業者が業務を履行するにあたっては、環境
省の監督職員の指示に基づき業務を遂行するとともに、業務結果等の成果品により検査職員が適正に履行されたこと
を確認している。

見直しの
余地

請負契約の実施にあたっては一般競争入札等の価格競争により実施。また電気供給契約においては、平成２１年度よ
りグリーン契約を実施し価格だけでなく環境に対する配慮を含めた一般競争を実施し、予算の範囲内で充分な成果を
上げていることから、引き続きこういった競争性の確保、環境に配慮した契約を実施することにより、効率的，効果的な
施設の維持管理に努める。
なお、当センター設立から１２年余り経過しており、施設の老朽化が一部進んでいることから、施設の安全面、維持管理
経費の面から効果的な修繕方法を検討していくことが必要。

予
算
監
視
・
効
率

化
チ
ー

ム
の
所
見

　一部改善

　(図書・標本の購入は真に必要なものに限定して行う等、予算の節減に努めるべき。)

補
　
記



（一般競争）

（随意契約）

（一般競争）

（少額随意契約）

（一般競争　等）

（一般競争）

（一般競争　等）

Ａ．（財）自然環境研究センター
（２３百万円）

標本購入
派遣業務

Ｂ．富士産業（株）
（９百万円）

職員住宅借上

Ｆ．ＫＤＤＩ（株）
（３百万円）

インターネット接続料
電話料

Ｄ．東京電力（株）
（６百万円）

電気使用料

Ｅ．甲府ビルサービス（株）
（４百万円）

上記以外の維持運営費に必要な経費

Ｈ．（株）北栄
（１百万円）

清掃業務
マット借上

Ｇ．ホールアース研究所
（２百万円）

夏季期間の休日・祝日における展示施設
の開館業務

資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する)
(単位:百万円)

Ｃ．非常勤職員
（８百万円）

非常勤職員賃金

施設保守点検
施設修繕費　等

Ｉ．その他民間事業者等
（１６百万円）

環境省
（７２百万円）



　 　 　

雑役務費 非常勤職雇用費 8

使　途

旅費 職員旅費 3

機器保守点検　等

6

図書購入費

施設保守

計

図書費費　目

6

雑役務費

使　途
金　額
(百万円）

施設保守点検費 4

Ｃ．非常勤職員

金　額
(百万円）

Ｉ．その他民間事業者等

費　目 使　途
金　額
(百万円）

　 　 　 　 　

　 　

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

計 4

8

雑役務費

消耗品 事務用品　等 2

備品 2

光熱水料

1

1

2

3

Ｄ．東京電力（株）

事務用品　等

通信運搬 郵便料、電話料　等

計 計

費　目 使　途
金　額
(百万円）

光熱水費 電気使用料

Ｈ．（株）北栄

その他
印刷製本費、施設修繕費、事務所
用敷地土地借料、等

2

金　額
(百万円）

費　目 費　目 使　途

計

清掃業務費　等 1

ガス代、上下水道料　等 1

16

Ｅ．甲府ビルサービス（株）

計 計 2

計 3

金　額
(百万円）

Ｇ．ホールアース研究所

9

9

使　途

2

　 　

Ｂ．富士産業（株）

費　目
金　額
(百万円）

雑役務費 休日開館業務費

費　目 使　途

雑役務費 宿舎借上費

計 23

　 　 　

標本購入費、派遣費用　等 23 通信運搬 インターネット接続料　等 3

Ａ．（財）自然環境研究センター Ｆ．ＫＤＤＩ（株）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

雑役務費


